
川崎市環境局環境対策部地域環境共創課
横浜市みどり環境局環境保全部環境管理課

川崎市・横浜市の化学物質対策の取組



講演内容

１ 川崎市・横浜市の連携について

２ 川崎市・横浜市のＰＲＴＲ集計結果について

３ 川崎市の化学物質対策

４ 横浜市の化学物質対策



講演内容
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２ 川崎市・横浜市のＰＲＴＲ集計結果について

３ 川崎市の化学物質対策

４ 横浜市の化学物質対策



神 奈 川

川崎市・横浜市の連携について

京浜工業地帯の中心都市

隣接しており、環境面でも密接な関係

化学物質と環境に関するセミナーの合同実施等

川崎市

横浜市

環境リスク評価を先進的に実施

市民向け普及啓発を積極的に実施

川崎市

横浜市

化学物質対策を連携し、より効果的に推進
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川崎市・横浜市の連携について
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１ セミナー

（２）事業者向け（１）市民向け



川崎市・横浜市の連携について
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２ 動画配信

（２）事業者向け（１）市民向け

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-
kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/kagaku.html

環境リスク評価講習会

→大気拡散モデル(METI-LIS)を使用した環境リスク評価
の演習についてYoutubeで公開中（川崎市環境総合研究
所チャンネル）

工場等から排出している化学物質が周囲にどれくらい拡
散しているかのシミュレーションに活用できます。

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000138680.html

化学物質セミナー

→環境リスクやPRTRについてYoutubeで公
開中（横浜市みどり環境局環境管理課チャンネ
ル）

横浜市 化学物質について知ろう 川崎市 リスク評価講習会



講演内容

１ 川崎市・横浜市の連携について

２ 川崎市・横浜市のＰＲＴＲ集計結果について

３ 川崎市の化学物質対策

４ 横浜市の化学物質対策
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川崎市・横浜市の特徴

届出排出量（令和５年度実績）の全国ランキング(上位３５自治体)
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川崎市

横浜市

第33位(872トン)

第27位(957トン)

令和７年３月時点



川崎市・横浜市の特徴

業種別届出排出量の割合
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川崎市 横浜市

食料品製造業

38%

船舶製造・修理業、

舶用機関製造業

14%

輸送用機械器具製造業

12%

金属製品製造業

8%

石油製品・石

炭製品製造業

5%

その他

23%

届出件数：170件 届出件数：365件

化学工業

55%

輸送用機械器具製造業

12%

石油製品・石炭製品製造業

7%

鉄鋼業

6%

下水道業

4%

その他

15%
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川崎市・横浜市の特徴

届出排出量の経年推移
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川崎市 横浜市

※平成22(2010)年度分から届出対象物質数が354→462物質に増加しました。
※令和5（2023)年度分から届出対象物質数が462→515物質に増加しました。
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排出量：957 t
新規対象物質：20 t

排出量；872 t
新規対象物質：126 t



川崎市の届出状況について 11

提出年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

届出件数 190 187 180 178 178 176 170

過年度変更届出件数 4 16 5 2 4 9 14

・過年度の変更届出は過去５年間まで修正可能

・政令改正により令和６年度の届出から届出対象物質が462物質→515物質に見直されたため、
取り扱う化学物質が届出対象になるか改めてご確認お願いします。

No. 変更項目 件数※ 物質数

① 物質の追加 69 17

② 排出量・移動量の修正 30 14

③ 業種の追加 4 ---

④ 下水道処理施設の変更 5 ---

修正の内訳

川崎市の届出状況

※変更届出の中に複数の変更がある場合はそれぞれ分けて計上
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『排出量』

『環境リスク』『排出量』

事業者の方の取組等により大幅に削減

従来

今後

によって決まる人の健康や動植物の生息又は生育に悪影響が出る「おそれ」やその程度

化学物質によるリスクとは

有害性の程度  体に取り込む（ばく露量）×

化学物質対策のめざす状況
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リスクがわかる

リスク評価の目的と必要性

＊労働安全衛生法に基づく名称公表物質数

日本で使われている化学物質約７万種類*

規制されている物質約６０種類

環境影響の未然防止

リスクによる管理

規制されてない物質

◆対策の優先順位付け
◆削減目標の明確化
◆周辺住民へＰＲ
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影響の出ない量  と  体に取り込む量  を比較

リスク評価について

環境リスクの指標

MOE ＝  無毒性量(μg/m3）／暴露濃度(μg/m3)

ヒトに対する

・発がん性 ：がん過剰発生率、EPI
・発がん性以外：暴露マージン（MOE）



川崎市大気・水環境計画（令和４年３月策定）

環境リスク評価を実施

自主管理の優先度が高い物質を選定・周知

環境リスクを考慮した化学物質の適正管理を促進 

対象

リーディングプロジェクト７

環境リスク評価を活用した化学物質管理の促進

未規制の化学物質

０１

０２

０３

自主管理優先物質
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詳しくはこちら↓



環境リスク評価 対象物質の選定

日本で使用されている化学物質(約7,0000物質）

第一種指定化学物質（PRTR届出対象物質） 515物質

市内で大気への排出のある物質 94物質

規制等対象物質
(排出基準等が設定)

23物質

未規制等の物質 71物質

有害性情報*

がある
38物質

有害性情報
*がない

33物質

*環境リスク評価をするための有害性情報

対象物質
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環境リスク評価の実施
有害性の評価

有害性の指標を調べる
(無毒性量*等)

引用元
・化学物質の環境リスク
初期評価（環境省）

・化学物質の初期リスク
評価書（NITE&CERI）

有害性
の程度

暴露評価
大気環境濃度を調べる

・実測 大気環境濃度調査
・予測 PRTR制度に基づく

 届出排出量等により
 大気濃度を算出

体に
取り込む量

リスク判定（MOE等の算出）
*無毒性量：動物試験等で有害な影響が認められない最高の投与量のこと（引用：環境省）

リスク
高

リスク
低

レベル１
  （MOE ** ＜１０）等   

レベル２
（１０≦MOE＜１００）等

レベル３
  （MOE≧１００）等   
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自主管理優先物質の選定

レベル１ レベル２ レベル３

引き続き、化学物質の
適正管理をお願いします

※自主管理優先物質は、リスク評価の追加実施等により、適宜見直し

自主管理優先物質 定期的な環境モニタリングの実施
取扱事業者の方へ管理状況についてヒアリング等の実施

大気への排出の抑制が
望ましい物質

排出抑制物質
大気への排出が増加しないことが望ましい物質

排出管理物質

アクリル酸及びその水溶性塩

エチレンオキシド

1，2－エポキシプロパン
（PRTR制度：酸化プロピレン）

クロム及び三価クロム化合物

四塩化炭素

ナフタレン

該当なし

総合的に判断（一定程度の継続、専門家の意見等）
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情報発信
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川崎市 化学物質 パンフレット

パンフレットはHPで公開中！



リスク評価結果 21

・令和５年４月に追加された新規PRTR対象物質についても、順次追加予定。

川崎市 未規制化学物質 環境リスク

リスク評価結果は
HPで公開中！



事例集
22

化学物質の自主的な適正管理を促進す
る目的で定期的に事業者ヒアリング

川崎市 自主的取組 事例集

事例集はHPで公開中！

他の事業者に参考としていただきたい
取組について、事例集作成



環境リスク評価の手引き
23

・周辺住民への健康影響は？

（付近に市の測定ポイントがない

市街地で測定できる場所がない場合 等）

・自社で排出している物質について

削減対策の優先順位付けをしたい

・環境測定をする予算がないが

環境濃度を推定したい

川崎市 リスク評価 手引き 事業所

HPで公開中！



事業者の皆様へ

従来からの化学物質管理の取組につきまして

引き続き実施していただきますようお願いいたします

環境リスクを加味した化学物質管理の取組についても

ご検討いただけますと幸いです

＜自主管理優先物質 取扱事業者の皆様＞

管理状況についてヒアリング等を実施いたしますので

ご協力をお願いします

＊自主管理優先物質は適宜見直しがあります
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川崎市 自主管理優先物質

自主管理優先物質
について
HPで公開中



講演内容

１ 川崎市・横浜市の連携について

２ 川崎市・横浜市のＰＲＴＲ集計結果について

３ 川崎市の化学物質対策

４ 横浜市の化学物質対策



化学物質の適正管理

「横浜市生活環境の保全等に関する条例」に基づき

「化学物質の適正な管理に関する指針」が定められている。

⇒ この中で、化学物質漏出を伴う事故に対する行動について

も規定している。

⇒ 具体的な作業手順をウェブページに掲載
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災害に備えた化学物質対策

具体的な作業手順

１ 情報の収集・整理

２ 環境リスクの把握

３ 対策の検討・実施

公的資料から被害想定等の情報を収集、漏えい等のリスクが高い設備を特定、
各設備の状況を確認

化学物質が漏えい等した場合の環境リスクの内容・程度を把握

体制の構築、作業規準の作成及び保守点検の実施、従業員等への周知徹底、
設備・機材の準備、定期的な現場訓練の実施、監視設備の配置、環境汚染回避対策
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開設ウェブページ（事業者向け）
詳細については、横浜市ウェブページをご確認ください。

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-koen-gesui/kiseishido/kagaku/saigaisonae.html

横浜市 化学物質 災害への備え
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ご清聴ありがとう
ございました
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